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一戸建公私室型住宅における住み方の研究
一- KDLスペースの機能分化一一
住田昌二， 三 枝小夜子，中島香代子，竹田喜美子
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1.はじめに
本稿の目的は. K Dしスペースにおける主要生活行為
の被能分化がKDLスペースの4タイプ別にどのように
異なるのか，その要因は何かについて明らかにすること
である o K D Lスペースの4タイプと lム KD しが一体
になっているくKDL入 Kが分かれている<K. D L入
KDとしが分かれているくKD . L入 K. D. Lともに
分かれている<K. D . L>の4つを指している。
今日，住宅.!Ji.棋の拡大とともに.大都市圏においては
プランの中心に KDLスペースをすえるいわゆる公私室
用住宅が主流になりつつあるといえる。一万.戦後の小
住宅における住み万の流れも，食寝分離型の{主み方から
公私室分離型の{主み方へと変化発展してきている。しか
し公私2草分緩型の住み方については.公室と私室とを明
確に分けるとかあるいは公室内でも各室を機能ごとには
っきりと分けていく(例えば食事室，居間，家事室，接
客室H主み方にはなっていずに，かなり屈折した形で機
能分イじがすすんでいることがー述の住み万研究から明ら
かとなった(文献の項参照)。公草l.3i型の一戸建住毛では.
二階居室は子供室として私案化しているが.K D Lスペ
ースを含む l階居室群では屈折した形での機能分化の傾
向]が宅fしい。この点について特徴点をいくつかあげよう。
第1に. 1 ~皆居室詳で行なわれる主要生活行為といえば
炊事，食，~. たんらん.言n~. 接客であるがこれらのう
ち，炊事，食4i-.だんらんはほぼKDLスペース内に定
局するが.家事あるいは僚客は， K D Lスペースで行な
われると同時に KDLスペースに隣綾する居室(以下.隣
接居室)でも行なわれており，これが公室を KDLスペー
スのみにとどめず隣接成毛にも押し広げる公室の拡大現
象を引き起こす要因となっている点である。しかもこれ
は隣接居室が夫婦の就寝に用いられる場合でも起こる現
象である。拡大した公室を公室空IUと名づけるとすると，
公室空間の形成の背景には，隣按居室を夫婦就寝と家事
あるいは接客とに転用してでも炊事，食事，だんらんの
諸行為と家事あるいは接客行為とをスペース的に分離し
ようとするかなり強い機能分化婆求が存在していること
を示唆している。第 2に，公室空間は家族員が機々な生
活行為をしながらコミュニケーションをはかる 「だんら
ん」の場であるから，公室空間は間仕切の開放された連
続一体化した空間である ことが求められ.K D Lスペー
スの隣接居室が家事や篠客に用いられる場合でも専用室
として独立するのではなし連続一体化した空間内での
スペースとしてとられる点である。 第3に， K D Lスペ
ースの隣接居室は和室の場合が多いので和室と洋室が連
続一体化して使われることになる。このため，和室にじ
ゅうたんがしかれるとかLスペースに座机がおかれるな
ど家具配置や起居隊式の折衷化がもたらされ易い点である。
公私室分離型の住み方の変化発展を的確に とらえるた
めにはこういった周折した機能分化の実態と要因をさら
につつ込んで検討していくことが必要だといえる。
以上をふまえ本稿では，K 0 Lスペースの4タイプに
よる住み方の違いをみるポイ ントを，①K，D， L各ス
ペースに対応する基本的生活行為で弘ある炊事，食事，だ
んらんの機能分化が4タイプによってどのように違うか，
②家4あるいは接客がl階隣接居室で行なわれ易いのは，
炊{~，食事. だんらんとの問にどう いった機能分化要求が
存在するからなのか，それは 4タイプによってどう途う
か，③様々な生活行為をしながらコミュニケーシ ョンを
はかる「だんらんJのための空間の連続一体化傾向はどう
か，@主要生活行為の機能分化はKDLスペースの家具
lIc濯や起居機式にどのような影響を与えるのか等の以上
4点に遺くことが妥当と考える。以下各章では， K D L
スペースの炎際の間仕切られ方と居住者窓識.主要生活
行為の機能分化.家共配置， 起居僚式の順に考察を行な
い， K D Lスペースの4タイプによる住み方のilいを型
として整理している。
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2.調査の対象と方法
調安対象の選定については，① KDLスペースをもっ
プラン ②公室空間の俄能分化が可能な100m'前後の住
宅規模③プランの自由度の高い独立住宅で.事前にプ
ランが入手できる建売住宅とした。 これらを満たし K
DLスペースの4タイプが同一団地内で一定数揃うもの
として，TK不動産の開発による生駒あすか野ニュータ
ウンの建売住宅を調査対象と した。 対象戸数は， < K D 
L>が7戸，<K・DL>が9戸.<KD'L>が22戸.<K 
• D • L>がI1戸，総数49戸である。
図-1は対象住宅のプランであるが，対象住宅のKD
Lスペースを含むl階部分のプランはほぼ全戸で異なっ
ているので， これらをいくつかに分類した上で，代表プ
ランを示している。
対象住宅の延函積及びK.D. L面積は表ー lのとお
りである。K.D. L面積については研究室てe行った昭
和53年新築都市一戸建住宅のプラン分析の結果とほぼ近
似しており，面穣的には平均的プランだといえる.
潟査の方法，;1:.プランを事前に用意し，家具 ・床材・
間仕切等の実際の状態を記入し探取すること.写真療影，
居 学
調査票に基づくヒアリングとフリーのヒアリングの 3点
である。淵貨の時期1;:，若干の予備摘をのあと，昭和55
年I1月に本調査を行なった。さらに.冬と夏とで住み方
にi主いがあるかどうかに主眼を置いた補充調伐を昭和56
年8月に同一対象で行なった(37戸)。
3.調査対象世帯の属性
調査対象世併の属性は表-2のような特徴を示してい
る。家族形態は核家族が中心であるが3世代家族も含ま
れている。家族人数は 4人が最も多<，以下 3人. 5人
と絞ら家族の成長段階を示す長子年令では全般に小学
表ー1 調査対象住宅の戸数と平均面積
K.臥L白書面積ω 匹、D、L
Eべ画担 .市ー戸建住宅戸散 の舗面積 K.D，LII面h積' 
K I DI L 』凸 』晶
<K D L> ? 22.2 2.2 94.72 2.1 
<KD' L> n 奴 0 1曲白血 26.4 
<K' DL> 25.0 97.82 23.‘ 
くK'D'L> 11 ~リ刷 程 8 1国 岨 81‘ 
法 畠市ー戸盤住宅時平易.については、大阪市立大学佳図研究室で行令た宝車、
豊中、民同車、向日、開和国各市由一戸埠住宅l1lプラン骨折田結盟に基づい
ている.
表-2 ~周査対象世帯の属性
家自民形餓 家族人数 長子 年 令 世 幣 主 臓;¥
Hイプ 針I家1世代族lSFElrE 2人 S人 4人 5 人以6人上 夫 婦 幼 中 高 大有磁 自営業 公務員鎚.IA無臓 不明のみ
針 49 9 82 7 7 11 20 8 a 9 13 18 4 2 a 5 4 36 4 
K D L 7 1 5 1 l 2 2 1 2 2 1 1 5 
KD'L 22 2 17 ー 2 a 10 s 2 2 7 9 8 1 1 2 17 1 
K'DL 9 s s 4 2 2 5 2 2 2 6 1 
X'D'L 11 7 2 1 4 6 s 5 2 1 1 7 2 
2P8叢 T91.00.， 2F8~ T10l.48'" 2 F 8室 T 1旬。26m'
2P8輩 T87.76rt1 2 P 2室 T 96.0&.' 2 P2室 T 96.05'" 2F8室 T 95.22r1 
<KDL> くKD'L> く且・DL> <K'D'L> 
図-1 調査対象住宅の平商プラン(代表例)
(2) 
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生以下の若い世帯が多い。特にくK・DL>では失婦のみ
の世帯に片寄りがみられる。 世帯主の職業は会社員が最
も多〈ホワイトカラーが中心であるといえる。主婦は無
職が33戸，残り 16戸は何らかの職業を持ち，ノマー ト，内
戦，生花.・舎道などの教授，常勤に分かれる。
4. KDLスペースの介節実態と
居住者意識
今回対象としたプランを 4Yイプに分知した基準は，
K， D. L各スペースの間に間仕切壁あるいは間仕切ド
ア ・引退戸などが当初からプランに組み込まれているか
否かによった。しかし実際にはプランの凸凹なと形状に
よって他のタイプとみなすことが可能なものや，居住者
が間仕切家具をlrくなどして他のタイプに変更している
ものがかなりある。これをノ同点では当初からのタイプと
区別して分節と呼ぶことにする。府住者自身の手による
分節は， K， 0， L各スペースの分かれ方とそこでの諸
生活行為の機能分化との問の何らかの矛盾を械僚的に解
決しようとしている動きとしてまずはじめに注目すべき
点であろう。また分節には至らなくても居住者は望まし
いタイプに対する要求をi仔伝的に持っており，これをと
らえることも重姿である。そこで本章では， K 0 Lスペ
ースが実際にはどのように分節されているのか.居住者
はどのタイプを望んでいるのか，それらはどういった居
住者要求を背貨としているのかについて考察する。
| 介節実態および居住者の希望
KDLスペースの分節には，①プランの形状によって
分節しているとみなせるもの③じゅうたんをあるスペー
スにしきつめることによって他のスペースと分節するも
の③イス ・ソファの配置によるもの④間仕切家具による
ものの4つの縄類がみられる。分節の傾向は， K 0 Lス
ペースの4タイプによって明らかに差がある(表ー3)。
(KD L>とくK・DL>は非常に分節され易しこの2タ
イプは各スペースのつながりという点で何らかの問題点
を含んでいるといえよう。 <K0 L>では. 7戸中4戸が
KDスペースと Lスペースとを分節している。残り 3戸
は. KD Lスペースが11.5帖. 13帖と狭いので分節しで
も十分なKDスペースやしスペースを硲保できないこと
から<K0 L>のままに残きれているのではないかと考え
られる。また. (K・DL>では 9戸中 4戸がDスペー
スと Lスペースとを分節している。このタイプの場合も
分節していない残り 5戸のうち 3戸はDLスペースが8.5
帖しかないことから，分節しないのは狭さのためではな
いかと考えられる。これに対して， <KD'L>では22戸
中3戸が分節しているのみである。 <K. 0・L>では当
(3 ) 
初から各スペース閣に間仕切があるので分節はおこらな
L、。
したがって. K 0 Lスペースの4タイプは分節からみ
れば<KD.L>とくK.D・L>の2タイプに収束する傾
向にあるのではないかと考えられる。
次に.居住者がどのタイプを希望しているかをみてみ
よう (表-4)。希望のタイプは，<KD.L>が49戸中25
表-3 KDLスペースの分節傾向
当初の 分節の手段ヰ
計タイプ、‘タ!4¥分ず節分¥主の節有れ6無F-7 
のまま 小針改造床材 j3;1間仕切
針 4911 88 11 z 8 s a 
K D L 7 s 4 2 z 
K D . L 22 19 a 2 1 
K . D L 9 6 4 2 I 1 
K'D'L 11 11 。
才 KDL→KD'Lへ、 KD'L→K'D' Lへ
K'DL→K.D'Lへ各々分節されている.
表-4 居住者の希望のタイプ
》警生1づ 計 KDL KD'L K'DL K'D'L 
計 49 E 25 s 16 
K D L 7 2 a 2 
K D . L 22 1 19 2 
K.DL 9 2 s 2 2 
K'D'L 11 10 
表-5 居住者のあげる 4Yイプの長所と短所
(薫笹図書合Id
亙 所 {戸置} 恒 所 {声量}
広"としている (8) 軍事時にK、Dが見える (6) 
K D L K と Oð;~院なので便利 (2) 生t岳町けじめがつかない (1) 
回答"し (8) 白書"し (1) 
Lが晴ら着き来事時κよい 00 軍事時にEが見える {同
LからKが直接見えはい (3) KOが暗い、狭い、設備が虚ι咽}
KJ)'L EとJ)d'-悼"ので便利 (8) Lが膜い (2) 
履E軍時民間仕切閉められる (2) 凶客名Eし (lU 
幽笹'"し (4) 
Eの汚れ.良錦、水lH艦せる(6)EにいるとlIIl立暗がある 担}
J)Lが広々とする (1) Eが院い (1) 
来事時に広々としてよい (1) 童事中客が来ると困る (1) 
r.'DL 回答uし (2) 食事由連織が面倒(d'、 (1) 
生活のけじめがつか信い (1) 
賞事由奥いがOLICl:bる (1) 
図書"し (1) 
耳目汚れや散らかりが昆えはも相} EとDが分かれているので飲事
食事やだんらんが高ち寓〈 (8) 6ζ不便 (2) 
K.J)・L来客.ICD色使える (8) Dが控い (2) Dの働当りがよい (2) 五B口、るとBlI立噂がある (1) 
Dが帯ち着いて使える (1) 暖厨が不経済 (1) 
1"1害々し ω) 画書"し (2) 
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戸，<K . D . L>が49戸中16戸であ り. この2タイプで
41戸を市めている。タイプ51IJにみても，<KD.U と<K
. D . L>では現砲のタイプをほとんと'がrf7liしているの
にNして.<KDL>と<K・DL>ではくKD・し〉と<K.
D. L>を(Ii望するものが多いといった設があらわれてい
る。 KDLスペースの47イプは}，，;.住者ーの希宅からみて
も、<K0・L>とくK.D. L>の2タイプに収束してい
るといえよう。
このことから， K 0 Lスペースにおいては.Lスペー
スと，K. 0両スペースとを分けて確保する傾向は一般
的であるが. Kスペースと Dスペースについては分ける
場介と分けな い場f?との 2つの傾向が存拘することが桁
舗できょう。
2. 4タイプの長所と短所
次にこ ういった傾向があらわれる要閃について，IJI.イ!
のタイフのl長所と免1叶にl対するヒアリンクUJJ長からJPRE
する(表-5)。
< K D L>では， K が}.!.えるので;f~治:のU.'j lニ i付る/.~がu
λJ の);I.í所たと街摘されている。 < K ・ D L>では Kがí1~JL
しているためi制改や配膳に Dテーブルを使えないこと.
υテープルまで科即ーを主1¥ばなくてはいけないこと， Kで
炊事をしながら主t.tlが家政とコミュニケーションしにく
いこ と. またりとしが一体である ことから D での食。J~'i'
に米'おか米ると凶るニとカfあIfられている j些に.<K D 
.し〉と<K . D・L>では{ロjがlと，iJi-なのかをみてみると.
< K D・L>では KとDが一体なので調旦Iや配給に1iJ.!利
なこと， K 0としが分かれているのでだんらんが部ち着
くことヵ'1わリ?とされている。 <K.D'L>て訓は.0カf時l
I(Iしてl場勺りが良いこと.KとDとしが分かれているの
で食事やだんらんが滋ち着いてできることが長所とされ
ている。しかし， くK・0・し〉では.KとDが分かれて
いることによるくK. D L>と jt.ìlflした炊・J~や家政のコミ
ュニケーションの不i出さも同時に指摘されており.この
タイフに-U- ~\I.があることをがしている 。
ニtれLらのt作キiれ.点a
る引!川fねt者aの庁吊3盟は'①米干存<tP時寺に Kカがご隠せること.さらに
はDも印せること，②E測i)I!，自己憾などの炊'Jiに{足手IJなこ
と . (1炊・J~をしなから家政とコミュニケーションがはか
れること.1)食事やだんらんがf品ち1;:'、てできること.
:i Dスへースカ、市I(!iしl場当リがよいことの5.'.¥に強くあ
らわれており，これらの局望を相対的によく i前たすタイ
ウカベKIJ.し〉とくK・0・L>だとし、える。
JiI:' 
(4 ) 
ぞ与
5.主要生活行為の機能介化
本章では， K 0 L スペースにおける主喜~>:.:生活行為の
機能分化が， K 0 Lスペースの47イプによってどのよ
うに異なるのかその婆閃は何かについて々察する。主張
生活行為とは， 炊 'J~ ， 食事，だんらん， '#，"Ji，接待の 5
つを桁すことにする。 なお炊 'j~については家必のところ
で合わせて述べることにする。
1.食事
食事は若干の移動はあるがほぼDスペースに定局して
いる(図-2)。しかし.<KD.L>や<K.D.L>の場
介は Dスペースに加えてLスペースでも食'ドがされてい
る。世帯主の帰宅時1mが遅いと他の家族と食事時間がず
れ世帯主l人で食卓をすることになリ易い。 この場合，
<K 0 L>ゃくK.0 L>で'j:，Dスペースで食事をしなが
らしスペースの家朕とコ ミュニケートできるが，<K D. 
L>や<K.D. L>では しスペースにいる家l肢と離tLてし
まうので.これをiほけようと世借主がLスペースにやっ
てきて食 .~をするからである。生活時聞のずれがしスペ
ースでの食 'J~をもたらしているといえる。
2.だんらん
だんらんは家肢はがTVをみたり，訴をしたり，お茶
を飲んだりなど様々な't.ii行為をしながらコミュニケー
ションをはかる生活行為を指すので実態をとらえるのが
慨しい。本節では， まずはじめに.様々な生活行為 と々
'j:Mかをしスペー スてイ丁なわれる生活行為から格.fI1!_した
」ニで.だんらんの機能分化について巧祭していく。
図-3は Lスペースで行なわれる生活行為をーむし
たものである。しスペースでは.TVをみたり，ステレ
オを聞いたリ . 題味を楽しんたり，て付j~がi!tんだり ， 洗
たくものをたたんだり.おt内を飲んだり.Jf幸えをした
り，容の応対をしたり等々.実にt華々な生活行為が行な
われている実態がわかる。特に多い行為1;:，来客の応対.
ゲーム，T V.説、'r-でLある。 KDLスペースのタイプに
よる差災では，くKD L>だけが他の3タイプとi皇った傾
表-6 料理の民主りつけスベース
石守¥計 K D KとD
計 49 18 22 9 
K D L 7 1 6 
K D • L 22 3 14 5 
K • D L 9 7 2 
K'D'L 11 7 2 2 
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K D L I面積(恥)1分 節 | 食 事 I r'んら ん | 家 '" I憤
図-2 主要生治行為の行われるスペース
(5 ) 
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向を示している。 <K0 L)では，全般にL入ペースでの
生活行為が少ないこと，特に他のタイプではほとんど行
なわれている来客の応対が少ないことが特徴である。こ
ういった様々な生活行為をしながら家族貝がコミュニケ
ーションをはかつていることがだんらんの笑態である。
次に，だんらんをホ夕食後の家族の集まり φに限定して，
それがどこでされるかをみよう。
だんらんは.主としてしスペースに定着しているが.
KDLスペースのタイプによって差があり， <KDL>と
くK・DL>ではだんらんはしスペースでされるが， <K 0 . 
L>とくK.D. L>では， Lスペースに加えてDスペース
も使われ易くなり，これは特に<K.D.L>で顕著であ
る。夕食後主婦はKで食事の後片づけをしていることが
多い。ところが<K.D'L>では Kスペースと Lスペ
ースがカギ型になって完全に離れているので([ヨー 1l，L 
スペースでだんらんしようとしても主婦が欠けてしまう
不便さがある。この点がだんらんにDスペースも使われ
るlつの要因となっている。
だんらんは， K， 0， L各スペースが開放的な方がL
スペースに定着し易いといえる。
3.家事
家宅与のうち，主要生活行為の機能分化とかかわりが主張
いものは衣生活に関する家事であると考え，洗たくもの
たたみ，アイロンかけ，つくろいもの， ミシンかけ，救
絡をとりあげた。
家事がされるところは，図-2のように， 0スペー ス，
L スペース，手口~などにかなり分散しているのが特徴で
ある。家事が最もよくされるスペースをみると， K D L 
スペースのタイプによって明確な差がある。くKDL>で
は，家事はKDLスペースできれず l階和室または 2階居
室でされる。 <K0 . L>は Lスペースかまたは l階利室
でされる。 <K. 0 L>は H苦手口室かまたは Lスペースで
される。<K . 0 . L>';I: 0スペースかまたはLスペースでさ
れる。家ギのされる主なスペースは， <KDL>→<K.D 
LトκKD. L>→<K . 0・L>の)1煩に， 1階和室から L
スペースさらに Dスペースへと移っている。
こういった途いが生じてくる要因を考えてみよう。ま
ずDスペースが家事に使われるか否かの点であるが， こ
れはダイニングテーブルを配膳 ・ 調理などの炊~J~に使っ
かどうかに左宿される。表-6に料理の盛り付けに使う
スペースを示しているが.<K. 0 . L>のように盛り付
けがKで完結しダイニンク.テー 7'.ルが佼われない場合は.
かわりに家事に活用され易いことがわかる。<K0 L>ゃ
くKD・L>ではダイニングテープルが炊事に使われるた
め衣生活に関する家事には使いにくくなり，家事はLス
(7 ) 
ペースまたは和室へ出ていく。家事にじスペースと和室
が使い分けられる理由は接容がどこでされるかにかかわ
っている。洗たくものや縫いものを広げる家事は何かと
散らかり易い行為であるため， できるだけ接客とは同一
スペースで重ならないようにされている。 <K0 L>では
1階の和室2室を家事と接客に使い分けているし，くKD
. L>ではLスペースが接客に使われる場合には家事は 1
F皆和室でされる傾向があるといえる。<K・DL>ではダ
イニングテープルが盛り付けには使われないから家事に
使うことも可能だが， 0スペース， Lスペースともに接
客に佼われるので家事がl階和室でされるといえる。
KDLスペース内では，家事をするスペースはプラン
上明確ではないが， <K. 0 ' L>のみは oスペースが
家事スペースとしての性格を強める。他のタイプではア
イロンかけや洗たくものたたみなどの衣生活に関する家
事は散らかりの生じ易い生活行為であるため.接客との
重絞をさけて l階和室が使われ易くなる。
4.接客
f盗容は，米容の食事，応対，宿泊の3つに分かれるが
ここでは来客の応対をとりあげる。来客とは，仕ギ関係
の人.液成.世'rt干主や主婦の友人，近所の人をさしてい
る。
米容の応対がされるスペースは図- 1のようにKDL
スペースのタイプによ って異なる。
<K 0 L>では，K 0 Lスペース内ではされずu;皆平日宅
でされる。これは 4訟でみた分節の尖!If:ゃ凶{王者の希望
と対応しており， LスペースからKスペースが直接比え
るのでしスペースを接"*'には使いにくいからであろう。
他の 37'イプは.主としてLスペースが佼われる点では
共通しているが，<K 0・し〉で，;1:Lスペースの他に l階
.f03iがjIJ~われるのに対して， く K ・ D L> . <K.Q.L> 
では. Lスペースの他にDスペースが佼われる点が巣な
っている。これはDスペースがKスペースと分かれてい
る場合には，来平等の応対に使わf.lM くなることを 7f~ して
し、る。
米谷:の応対の場所は Kが分かれているかいないかの;jt
1宇を銀〈受けていることがわかる。
6.家 具配置
KDLスペースで行なわれる主要生活行為は，ダイニ
ングテーブルやイス ・ソファ.TV などの家J ~を使って
行なわれる。家!t自己;泣は， K 0 Lスペースにおける機能
分化をみる-#力な指紋となり得ょう。本市では. Dスペ
ースやLスペースの家民同GJ.tがKDLスペースの4タイ
プによってどのように呉なるのかについてAtZきする。
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| 家具の分類
はじめに分析にあたって考慮した点を述べておく。 K
スペー スの'i1L化製品は省いた。<K Dし〉のNo.l-No. 3と
くK・DL>のNo.33.34(図-4)は Dスペースと Lスペ
ースが分節されていず両スペースが明確でないが.ダイ
ニングテー7"ル(または座卓)の置かれている位笹を基絡
にして使J.上両スペースを分けて巧えた。 <K・DL>の
NO.30-32はDスペースが8.5帖と極めて狭いのでDLスペ
ースと Lスペースを分けることができないため Dスペー
スの家具"で代表させた。
KDLスペースに置かれている主な家具は用途によっ
て6つのグループに分けることができる。①食事用のダ
イニングテーブル，座卓，食器棚，ワゴン ②娯楽用の
TV. ステレオ，ピアノ ③だんらん用のイス ・ソファ
ティ ーテーブル，座机④家事用の家事机(机・ビューロ
ー机を主婦が家事用として使っているもの)、ミシン ⑤ 
身じたく用のタンス.鋭台 ⑥収納周(食器棚を除く)の
サイドボー ド.一吉概 ・飾り棚である。
2. Dスペースの家具配置
Dスペースには. K D Lスペースの4タイプともにダ
イニングテープルが泣かれており，普及が著しし、。とこ
ろが食lrH刷をみると.<KDL><KD' L>ではほとんど
泣かれているカヘ<K.D L>では 3戸.<K. D . L>では
5戸置かれないものがある。後者ではKスペースが分か
れているのでKスペースに置かれるためであろう。 この
ように.<KDL>と <KD.L>ではDスペースに食事用
の家具のみがおかれるが.<K.DL>とくK . D . L>で
は食器棚のないものが増えそのかわりに食事用以外の家
具が必かれるようになるのが特徴である。 <K・DL>で
は.m:棚，サイドボー ド，ステレオがおかれ易くなる。こ
れはしスペースと一体化する Dスペースが娯楽や接答用
としての性格を強めることを示している。<K . D・L>
ではこの傾向が著しし Dスペースには.T Vが11戸中
4戸.家事制L. ミシンが11戸中 5戸，タンス.鏡台が11
戸中 2戸で置かれている。特にDスペースが5.5帖以上
の3戸ではいずれも家事机かミシンがあり.面秘のおよ大
がDスペースの家事スペースとしての利用を促している
ことを示している。
Dスペースは，Kスペースと一体の場合は食事用の家
具中心 Kスペースと分かれてしスペースと一体となる
と娯楽や般客用の家uが増1J1，Kスペースとも Lスペー
スとも分かれると家事用の家具が地加している。 KDL
スペース聞の間仕切のfi折、の彩特がDスペースの家共配
位に ~9! くあらわれているといえよう 。
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3. Lスペースの家具配置
Lスペースには4;;イプともに TV，イス，ソファ.
ティーテーブルまたは座机がある。これらを基本にしな
がらどういった家具が加わるかを 4タイプ別にみてみよ
う。 <KD L>はサイドボードやさ捌 ・飾り棚などの収納
用家具のみが加わり最も家具が少ない。 <K.DL>では
収納用家具がDスペースにおかれ効いためLスペースに
はピアノ ・エレクトーンまたはステレオなとの娯楽用家
具のみが加わっている。 <K・D. L>では，収納用家具
と娯楽用家具.の両方が加わる。 4タイプのうちくKD. L> 
は家具が故も多〈註かれている。また家具の筏鎖にも他
のタイプとは異なる特徴があり収納用家.，lt.娯楽用家具
カ吻lわり，さらに，タンス，ベビーベ ンド，食器棚とい
った家具が22戸中8戸におかれている。これはくKD. L> 
でのしスペースへの日常生活の集中を示している。
4.暖房器具の配置
まず暖房総具についてみると. <KDL>とくK.0 L> 
て叫暖房範囲が広いため各種ヒーターが普及し(7戸中5
戸と 9戸中 6戸).さらにストーブやこたつが併用される。
<KD. L>とくK.0 . L>ではストーブとこたつが中心
である(図-5)。
次に KDLスペースのどの範IllIが峻腸されるかである
が， <KDL>は KDL全体が暖房される。 <K0 .し>Ii
Lスペースは必ず暖t甘されるがKDスペースは22戸中5
戸でl暖房されていない。 <K・oL>ではDLスペースは
必ずi暖房 さーれるがKスペースは 9戸中 5戸でされていな
い。<K. 0 . L>は D スペースは必ずH~ I_f;されるが. K 
スペースがされないものが11戸中 5戸. Lスペースがさ
れないものが11戸中2戸ある。<K0 . L>ではしスペー
スに， <K . 0 .し〉ではDスペースに冬苧の生活の中心
が移る傾向が若干あることを示している。
l階和室の暖房のされ万にも 4タイ プによってi幸いが
ある。 1格和室へ家事あるいは篠容がはみ出し易いくKD
L入 <K・oL>， <K 0 . L>では約半数がu苦手日室を暖
房しているが.はみ出しの少ないくK・0・L>は11戸中
2戸しか暖房していないのが特徴である。
7.起 居 様式
本主主では，K 0 Lスペースの主要生活行為の機能分化
と，主要生活行為を行なう場合の起肘様式とがどのよう
にかかわっているのかについて々祭する。
1. D. Lスペースの起居様式の遠い
D. Lスペースの起脳機式を慨鋭すると oスペース
ではほぼイスザが定着しているが Lスペースではほと
んど.イスザとユカザの1M}Jがされている(これを ~Jr 火と
- ~06- 住
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図-5 暖房器具と暖房範囲
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呼ぶことにする)という速いがある(表ー7)。したがって
KDLスペースの生活行為の機能分化と起居様式とのか
かわりについては， Lスペースの折衷化の中味を探るこ
とが重要だと考えられるのでこの点について以下分析を
すすめる。
2. Lスペースの床材と家具
折衷の起居様式をとる Lスペースでは，床上にジュー
タンをしき(全戸)，その上をスリ yパをはかずに歩<(49 
戸中38戸)のが一般的である。
次にイス ・ソフ?のおかれ方を，種類と配置tからみて
みよう(表-8)。ここではイスの種類を，①イス ・ソフ
ァがセ y トのもの，あるいはイスが4-5脚揃っている
もの，②コーナータイプのソファ，③ソファのみの3つ
に分類し，イス ・ソファの配置を，①コの字型.② 2亨IJ
対向型.③L字型，@)一列裂の4つに分類している。イ
ス・ソファのおかれ方はKDLスペースのタイプによっ
てかなり差がある。<K0 L>と<K・DL>でイス ・ソフ
ァがおかれないものがあるのは特に面積の狭いタイプで
ある。他のタイプではほほイ ス・ソファがおかれている。
特にくK.D. L>では1戸全戸でおかれている。イス ・
ソファがおかれている場合の種類をみると，<K 0 L><K 
o . L><K・DL>では，コーナータイプのソファやソフ
ァのみのものが各々 5戸中2戸，18戸中6戸 5戸中 3
戸あるのに対して，<K • 0・L>では全くなしいずれ
もイス ・ソファのセットを揃えているという違いがある。
表-7 0， Lスペースの起屑様式
冬期 冬期以外
1'"ザイスザイスザ A カザユカザ イヌザ イスザイスザユ炉Fユカザ
ニボ 計 イスザ折車ユカザ折耳ユカザ イスザ 折車ユカザ折必ユカザ
H 49 o 1 35 8 a 8 1 1 39 6 E 1 
K 0 L 71 - ) 5 1 1 1 5 
KD'L 22 17 3 】 - ) 18 g 1 
K'DL 91 - 5 s 1 7 1 
K'D'L 1 2 9 1 
表-8 イス ・ソファのおかれ方
:実
コーナーソフ ァ イスと イス
イスとソファ タイ焚7l
ソファ のみ ソファ ゾファ
コ = IL 1- L 
~J 夏のみ ともに
計字の向対字1IJ 字 列
型型重量重量 型 型 あ恒 k し
計 4i 1 I 6 20 1 6 B 4 6 
K D L 71 - 1 I 2 2 1 1 
K D • L 22 1 I 2 9 1- 2 a 1 2 
K • D L 91 - 一 1 l 1 2 2 2 
K 'D'L 111- S I 8 
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さらにイス ・ソファの配置をみると，今度は 4タイプ
ともに L字型配置中心となる。 <K. D・L>も11戸中 8
戸までL字型配置である。イス ・ソファが置かれる Lス
ペースで起居様式を折衷にしようとすると.イス・ソフ
ァを壁面に寄せて真中を広くあけ，イスにもすわれるし
ユカにもすわるという使い方になることを示している。
イス ・ソファを笠間に寄せたあと Lスペースの真中には
冬にはこたつ机を笹くものや年中こたつ机(主として家
具謝こたつ)か座机をおくものが各タイプにみられ(表-
9 )， これも Lスペースの起居綴式が折衷になることとか
かわっている。
3. Lスペースの生活行為と走塁居機式
Lスペースの起居様式が，家族の食事， くつろぎ，家
事(衣生活に関する家事のうちのどれかれ来客の応対，
来客の食事などの生活行為の行なわれ方とどのようにか
かわっているかをみてみる。
表ー10のように明確な傾向があらわれている。これら
生活行為のうち，家族の食事，来客の食事l;tユカザでさ
れる行為である。家事もユカザできれ易い。くつろぎは
イスザとユカザの両方でされる。来容の応対はイスザで
され易い行為である。前節でみたイス ・ソファや座机に
よる Lスペースの家具配置は.これら生活行為の起居様
式とよく対応している。イス ・ソファとティーテーブル
が年中置かれている Lスペースでl;t，ユカザできれ易い
食事や家事がされずに， くつろぎやイスザできれ易い来
客の応対がされている。これとは逆に， イス ・ソファに加
えてこたつ ・座机が年中置かれるしスペースでは食事や
家事がよくされているのがわかる。このことからしスペ
ースの起居様式の折衷の中味は生活行為との関係でみる
と.家族の食事や米容の食事，家事がユカサ白をもたらし
表-10 Lスペースの生活行為と起居機式
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来客の応対がイスザをもたら しているといえる。
<K D・し〉とくK. D . L>の2タイプはLスペースが
分かれている点では同じであるが， <K D・L>の方がコ
ーナータイプのソファやソファのみのものが多く イス ・
ソファと座布Lとの併用も多いという違いがあった。これ
は， <KD.L>のしスペースが前章まででみてきたよう
に.食事，家事に使われ易いことと結びついているとい
える。一方<K.D.L>のLスペースではイス・ソファ
セットを揃えティーテーブルを年中おく傾向が強〈なる。
これは食事，家事がDスペースで行なわれ Lスペース
が接谷に使われ易くなるからだといえよう。
8. KDLスペースの4タイプ別
住み方の違い
本容では，K D Lスペースの4タイプによる主姿生活
行為の機能分化の違いとその要因を，家具配置，起居様
式ともからませながら繋理する。図-6の左図は，家事
と接客が行なわれるスペースの迷いに注目したもの，右
図{ま，1r.図をふまえ，41イプ日IJの特徴的な住み方を様
表-9 Lスペースのイス ・ソファとテーブル
;:そ
イス・ゾファd>り イス イス
ティー 夏ティ一年 申 ソファ
計 ζにつ机 ソファ
テー プル または 夏のみ
テープル ~c.r::-耳l 座 机 ゐり 但し
計 49 18 11 16 4 6 
K D L 7 E 2 1 1 1 
K D' L 22 6 6 6 l s 
K . D L 9 t 4 2 2 
K'D'L 11 4 s 4 
¥イテ トスー¥プ 生¥活起¥行居為噂、別式¥ 
家僚の食事 くつろ菖 家事 来客の応対 来客の食事
する する する する する
νA、イ イ又 ユ イイユ イイユ イイユ イイユ計 し信乱、 z しない ス し位も、 ス しはも、 ス
二. ニ. ニ. ニエ ニヨL
スカカ スカカ スカカ スカカ スカカ
計 37 26 。 11 4123 9 11 2 I 9 15 2 11 17 6 o23 。。14 
ティー テーブル 9 9 2 6 1 6 1 2 31 6 7 一 一 2 イス
1ヲヲ 良子4ー テー ブル 9 6 s 一 1 61 2 1 2 I 4 2 11 6 1 6 一 一 s 冬C.tこっ机
あ り 年中乙たつ机 13 6 7 1 81 3 2 一 2 8 51 4 2 6 7 または座 机
イス・ソファ夏のみあり 4 2 s 1 一 2 2 21 1 1 2 2 
イス ・ソファ !，t し 2 2 一 一 2 1 一 1 一 1 2 一 一
住)ζの涯は昭和56年8月の調査結果の集計であるため例教が37例Kな勺ている。
????
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式化したものである。・
①<KDL> KDLスペースが炊事，食事，t.ごんらん.
l 階和室が家事と接客に{変われるタイプである。KDL
スペースが一体なので. K D Lスペースのどこに家族
がいても様々な生活行為をしながらの「だんらんJには
支障がなし食事は Dスペース，だんらんはLスペー
スに定着する。しかしDLスペースから. Kの散らかり
・汚れが夜に見えるためKDLスペースは接客に使いに
くい。そこで接客は I階和室でされる。Lスペースは 1
階和室との連続使用が盛んなため和室て'のユカザの起居
様式の影響を受けることと，生活行為のうちイスザでき
れ易い接客がしスペースではきれないことから，起居様
式は折衷またはユカザになり易し、。
②<KD.L> KDスペースが炊事・食事. Lスペース
が多目的に{変われ. 1階和室は接客または家事に使わ
れるタイプである。Dスペースと Lスペースの聞に間
仕切があり rだんらん」が妨げられるので食事やだん
らんがし Dスペースに移動する傾向がある。このタイ
プのDスペースはKスペースの影響を受けて炊事 ・食事
に機能が限られてくる。一方Lスペースはだんらんの他
に家事や接客にも使われる多目的スペースとなる。これ
は4?イ プ中.家具の数，種類ともに最も多い点にもあ
らわれている。ただし， 家事と接客は同一スペースでの
居
家主おhcf計 K D L 監D'L K'DL K'D'L 
gt 49 7 22 9 11 
K D L 和室
仁コ固 5 5 
K D 1. 和室
仁亙巴 24 l 1 a 6 4 
K D L 和室
仁豆巴 9 1 5 I 2 
K D 1. 和室
仁亙口 8 4 2 2 
K D 1. 釦童rn口 s s 
(家事 ・篠客スペースのと ιれ方)
温ー.寸・
重なりが避けられる傾向にある行為なので，時と場合に
応じて l階和室へのはみ出し現象が起こっている。Lス
ペースは，イスザ化を促す接客とユカザ化をf足す食事，
家事の両方に使われることから，起居様式は，イス ・ソ
ファと座机を併用する折衷になり易い。
③<K・DL> Kスペースが炊事， DLスペースが食事，
だんらん，接客に使われ 1階和室が家事に使われ易い
タイプである。DLスペースが一体なので<KD L>と同
機，食事，だんらんは各スペースに定着する。 Dスペー
スは Lスペースと一体になると Lスペースの影響を受け
接客に使われ易くなる。 Dスペースにステレオや書棚が
置かれるのもこの傾向を裏付けている。このタイプでは
DLスペース全体が接客用としての性格を強める。した
がって家事はDLスペースのみでは完結しにくし 1階
和室へはみ出していく 。Lスペースの起居様式はイス ・
ソファをおく折衷である。
④くK.D'L> Kスペースが炊事， Dスペースが食事
と家事. Lスペースがだんらんと桜:&に使われ 1階和
室はあまり{変われないタイプである。 Kスペースと Lス
ペースがカギ型になり視覚的に完全に分かれて しまう
ことから，特に主婦が炊事をしながらの「だんらん」に
不便となり，だんらんがDスペースに移動し易い。こ
の7イプの住み方の特徴はDスペースにある。Kスペー
K D 1. 和室
什@@θ|固
くKD'1.>〆|@ゆd巴
くE叶|仰の@町
一L〉J|@I錦|口
( 4タイプ別の特割量的な住み方領式図}
⑤=炊事 ③=帥 ②=だんらん
@ =家事 @=腕
。+は生活行為の移動を示す
・ー・参，:分節タイ プの存在を示す
図-6 4 タ イ プ 別 住 み方の型
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ス. Lスペースと分かれているため両スペースの影響を
受けにく し しかも南而して居住性の良いDスペースは，
恰好の家4';スペースとなる。ミシンや家事机が置かれ易
いのも Dスペースの家*スペース化を物語っている。 K
DLスペース内の生活行為がDスペースに集まり易いこ
のタイプではしスペースに接客が定着する。lP'皆初~へ
の生活行為のはみ出しが少ないのも他の3?イプと具な
る特徴である。 l階和室とのi生続使用が少なしイスザ
化を促す俊平写がされることから Lスペースの起肘fib:1:
はイス ・ソファセットを抗〈羽7点になり易い。
9.まとめ
食寝分縦型から公私~分骨佐々!への{主み方の変化発展は
lポ折した形で機能分化がすすんでいる過程(公宅空間の形
成)であることをはじめに航摘した。屈折した形の機能分
化とは. K D Lスペースに隣接する I階E号室を家本ある
いは後容に使うことによって(場合によっては夫婦就泌と
転用してでも).K D Lスペースに加えて 1階居室へも公
室が鉱大していき(公室の鉱大現象).しかも各スペース
が連続一体化している(連続一体化現象).ことを指して
いる。
今回大都市闘で主流になリつつある公私案型住宅にお
ける公秘室分離型のji'.みiJの発展過位を明らかにするポ
イントは，この公室の拡大現象と述統一体化現象との実
態と英国をさらにつつ込んで検討することにあるという
々えに立ち.この点について本稿では. K D Lスベース
の 4?イプ別に. 4つの観点から考察をすすめてきた.
その結*.KD Lスペースの4タイプ別にかなリ主嬰
生活行為の機能分化が'Rなっており，公室の拡大現象や
i皇統一体化現象が.K D L各スペースの問の間仕切のイi
無によ って影号車を受けている実態が明らかになった。
公室の1階居室へのやj.大現象が起こるのは.主要生活行
為の聞にスペース分荷量嬰求の強い生活行為市、存イ1.してい
るからである。第 lの分縦(it，k 'l~ と接客である。炊・I~の
行なわれる Kスペースは. J:jJlj[骨量共や食号器類が散らかっ
たり汚れ物がおかれたリし払いスペースであるため.肘
住者は，来客に Kスペースをf.!られることを極力選けよ
うとする。 Kが直にみえる<KD L>ではKDスペースと
しスペースを分節する現象や緩答が1階和室へはみ出す
現象が顕著にみられるのは炊事と按容のスペース分離要
求のためである。第 2 は， 衣生活に|刻する家/I~ と接客であ
る。洗たくものたたみやアイロンかけ，縫い物などは衣
類や道共が散らかり易いので¥居住者はできるだけ家事
スペースと接若手スベースとを分けよ うとしている。<KD 
.L入 <K.D L>で(i.接客(i主としてしスペースでさ
れるが，家制立 1階和室へはみ出すという形で家事と接
客とのスペース分離がはかられている。<K・0・L>は，
Lスペースで按容がされる点は同じだが家本がDスペー
スでされるのて1 接客や家事の l階和室へのはみ出し
(公室空間の拡大現象)が故も起こりにくいタイプである。
一方，連続一体化現象は，家篠の生活時間均、ずれてす
れ違い易い現状の下では，様々な生活行為をしながらの
「だんらん」が求められていることによる。Kスペースが
分離するタイプでは r炊事に孤立感がある」のが短所fご
と民住者ーが指摘していること Dスペースとしスペース
が分離するタイプでは.食事やだんらんがし Dスペー
スに移動し易いことなどに家族のコミュニケーション要
求があらわれている。
KDLスペースにおける主要生活行為の織能分化は.
炊事と接"tt.衣生活に関する家事と~;g:.さらに炊事と
衣生活に関する家'Jもの 3つのスペース分離が，隙々な生
活行為をしながらの「だんらん」を崩さない形ですすんで
いる現状にあるといえよう。
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Summary 
The objective of thls study is to know the di仔'erenceof function bel ween several types of publIc room space in 
detached houses 
We consider that the foundamental activities m public r∞m space IS cookl1g， dming， chatting， houseworks (about 
( 13) 
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?
clothes) and meeting guests. There are four types of public room space from open-plan type to closed-plan type， 
that is <KDL>， <KD・L入<K・DL>and <K.D.L>. 
The results of the surbey shows that c∞king， dining， and chatting are the activities which occur in public r∞m 
space regardless of types， but houseworks and meeting guests are not. In case of open-plan type， the r∞m next to 
public r∞m is used mainly for houseworks and meeting guests. But in case of closed-plan type， dining r∞m is also 
used for houseworks and living r∞m is used for meeting guests 
The reason why the function of public r∞m space is under the in日uenceof the types of public room space is that 
there are incompatible functions in the foundamental activities in public room space. In short， cooking is incompatible 
with meeting guests， and houseworks with meeting guests， too守
( 14 ) 
